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はじめにはじめに

• 生活の質の向上

• 洪水調節と 水利用、 Habitat、 水質、 快適性等を含めた川の機能のバ

ランス

• 1990年代初めより河川環境改善が活発に実行された。

建設交通省 : ‘自然にやさしい河川環境改善プロジェクト’

環境省 : ‘自然に親しむ河川浄化プロジェクト’

地方自治体: ‘エコロジカル リバー プロジェクト’

• 1999年代から河川計画に ‘改善と河川環境の保全’の項目が加わる

韓国の河川再生韓国の河川再生

必要性

河川再生プロジェクト



安養市の過去の状況安養市の過去の状況

• 急激な工業化と都市化

• コンクリートでの川の直線化

• 悪化する水質 1990年、BOD 190mg/l

• 水量の急激な減少と枯渇

• 親水機能の崩壊

改善プロセス

• 1999年タスクフォースチームの組成

• 2001年 ‘安養川再生マスタープラン（１０年計画）’樹立

安養川再生の歴史安養川再生の歴史

見通し見通し と内容と内容



安養川の概要安養川の概要

• 漢江の第1支川

• 14の管理自治体 をカバー

• 流域面積: 286.6 km2

下流域情報

対象流域

• 安陽市内の河川延長 32km

• 流域面積 58.5 km2 (全流域の 20.4 %). 

• ４支流河川(Hakeui R., Suam R., Samsung R., and Sammak R.) 
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川幅の縦断変化
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• 10ヵ年計画(2001- 2010) 進行中
• 計画には5,600万ドル投資

ゴールと任務ゴールと任務

計画の実行と詳細計画の実行と詳細



●下水処理場の建設

<第１プラント- Bakdal> <第２プラント- Suksu>

1995年 建設
(3 x 106 m3/日)

水質の改善水質の改善

2002年 建設
(3 x 106 m3/日)

●河川浄化施設

•川の流れの中で浄化
•水路内に２施設を設置

•砂利による酸化浄化方法の適用
- 本川 25,000 m3/日
- 支流 7,250 m3/日



・水不足による 生
態系悪化

25,000 m3/日

•水位の安定

•魚生息地改善

47,000 m3/日

・ タカハヤを含む１
８種の魚の復活

72,000 m3/日

<Before>

<Security>

<After>

水量の確保水量の確保

下水処理場

小ダム
32,000 トン

貯水池
2,000 m3/日

上流
15,500 m3/日

地下水
1,200 m3/日

●下水処理水の利用

•下水処理水の利用

• 36,500 m3/日 (2002年12月完成)



●地下鉄の浸漏水の利用
•安養市内 3地下鉄駅の地下浸漏水の利用 (各々 1,680、
2,520 、 1,200 m3/日)

• 5,400㎥/日(1999年12月完成)

● Riverletからの浄水の流入量

• 川の流れと下水との間に仕切りを設置することで、下水流入
を防ぐ

• 3,000㎥/日



●貯水池の流量

•Baekun 貯水池 の貯水の利用

• 2,000㎥/日 (1999年12月完成/2001年12月供給開始)

●小規模ダムの建設

• 水管理のため小規模ダム建設

• 32,000㎥ (2002年9月完成)



河岸の生態系調査

- 川の特性調査

- 川の生態系回廊調査

川の生態系回復川の生態系回復

河川空間の区分化

- 保護地区/ 回復地区/ 改善地区

. 川の特性に基づく現状地図



自然にやさしい川の改善

●自然の材料で護岸形成

● 緩やかな傾斜の護岸形成



●河床の自然の回復

●駐車場を取り除くことによって生きものの生息地を作る

●取水堰などを改良することにより川の連続性を確保



●直行する川の改善

(河床物質の流動性を考慮)

●パイロットプロジェクトの眺め( Hakeui 川)



. . 市民参加の動き市民参加の動き

•安養川復興ネットワーク

-NGO、公共機関、企業など26の 機関、

- 環境教育と水質のモニタリング

•安養川水質委員会

- 13 自治体で構成

- 水質の向上と川の生態系再生

• 自然、文化、芸術を組み合わせた種々のイベント
- リバーサイドコンサート/ 村祭り川ツアー



-Goodall博士 と市民による魚の放流 - 市民参加

- TV局のリバーサイドコンサート- 川での水泳

結論結論



●計画の結果

1980年代は

韓国で

最も汚染された川

2001 年から

自然にやさしい川へと

改善 水質の改善

川の生態系の再生

安養川再生プロジェクトは韓国で初めての総合的で組織
的な自然にやさしい都市河川環境改善プロジェクトとして
認められた。

マスタープランは、水使用と洪水調節は言うまでもなく環
境機能を考慮して確立された。

プロジェクトは年度計画に基づき、水質改善、 水量安定、
生態系再生、 市民参加、 等現在まで組織的に実行され
ている。

価値ある成果は、政府、自治体、産業界とアカデミックな
機関の熱のこもった努力の賜物である。

このチームは2003年の水の日に大統領賞を授与された。

●要約



その他その他河川河川再生事例再生事例

良才川再生事例：地方河川良才川再生事例：地方河川

((ソウル市ソウル市 江南区江南区))

自然型自然型 河川工法河川工法 最初最初 適用適用場所場所

最初最初 民資民資 誘致誘致



清渓川再生事例清渓川再生事例 ：地方河川：地方河川

((ソウル市ソウル市 江南区江南区))

河川復元事例河川復元事例 :: 国家国家河川河川

烏山川烏山川

工事 前 (2001) 工事 中 (2004)

工事 前 (2001) 工事 中 (2004)



河川復元事例河川復元事例 :: 地方河川地方河川

咸平川咸平川

자연친화자연친화 하천이란하천이란 ??

자연친화자연친화 하하
천천 !?!?

하천재생이하천재생이 필필
요요 !?!?

내성천내성천 ((수도리수도리))

문산천문산천 ((옥석교옥석교 ))



自然自然らしいらしい 河川河川 はは??

自然河川自然河川 !?!?

河川再生河川再生がが 必必
要要 !?!?

臨津江臨津江

汶山천汶山천



ありがとうございました!


